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1．はじめに

オオジシギ Gallinago hardwickii は，世界でも日本

列島とその周辺のせまい地域で繁殖するシギ科タシ

ギ属の鳥である．繁殖地として主に知られるのは，

本州中部以北と北海道の草原や湿原で，そのほかは

広島や熊本など西日本のごく一部と 1), 2)，国後島お

よびサハリン南部を含むロシア東部のみである 3), 4)．

生息数は 36,000 個体程度とみなされ，そのうち約

27,000 個体は北海道で繁殖するものといわれる 4)．

日本では準絶滅危惧種に指定されている 3),5)．

本種は一夫一妻で繁殖するものと考えられており
6)，オスはつがい形成前からメスの抱卵期にかけて，

「ズビーヤク」 などと聞こえる大声で続けて鳴く．

この声は上空を飛びながらも発し，しばしば尾羽を

開いて急降下し，このとき激しい風切音を立てる（以

下「ディスプレイ・フライト」）．ディスプレイ・フ

ライトは，特に日の出前や日没後に多くみられる 7), 

8)．

本州において繁殖が確実視される場所は東北地方

に多いが，局地的である 3）．また，岐阜県から長野

県，富士山麓にかけてがその南西限とみられる 3), 9)．

1980 年代半ばには，当時の繁殖南限だった神奈川

県箱根仙石原において，リゾート開発に伴う湿原の

乾燥化で繁殖地が消失した 10), 11)．最近 20 年間では

さらに関東地方から東北地方にかけて繁殖地および

繁殖個体数の減少が進んでいるうえ， 北海道でも

減少傾向が示唆されている 3), 12) ～ 14)．越冬地である

オーストラリアでの減少も以前から危惧されている
4), 15)．長野県では絶滅危惧Ⅰ B 類に指定されており，

現在生息が確認されているのは，軽井沢や霧ヶ峰な

ど局地的な数ヵ所である 16)．

軽井沢は浅間山（標高 2,560m） の火山麓特有の

二次草原に加え，中世以降は採草地としての草原が

維持管理されてきた歴史があるが 17)，近代は草原の

多くが市街地や植林地に変わった 18)．1970 年頃ま

では広い湿原もあり，草原性鳥類が多く生息してい

たが，その環境はゴルフ場開発などで失われた 19) ～

22)．その後は南部の農耕地（発地地区）でオオジシ

ギの生息が認められ，たとえば 1988 年 5 月下旬に

は 7 個体のディスプレイ・フライトが観察されて

いる 7)．発地地区の土地利用区画を描いた中村・重

盛 7) より算出すると，1988 年頃は農耕地の総面積

約 75ha のうち， 水田が約 15％， 休耕田が約 45％

であった．しかしながら，発地を中心とした近年の

生息地は，軽井沢町内の各地に草原があった頃と比

べると著しくせまくなっており，繁殖集団の存続が

危機にさらされている状態と思われる．

一方，霧ヶ峰は火山性高原であり（最高峰の車山

は標高 1,817m），起伏に富んだ台地の凹部にいくつ

かの高層湿原を擁する．近世以降は採草地としての

要旨

2005 年から 2011 年にかけて軽井沢と霧ヶ峰を中心に，長野県内のオオジシギの生息状況を調査した．ディ

スプレイ・フライトで確認されたオスの数は， 軽井沢（群馬県境を含む） で 15 〜 20 個体， 霧ヶ峰で 21 〜

23 個体であった．野辺山高原でも 5 個体，菅平高原でも少数を確認した．軽井沢でも霧ヶ峰でも，地史的な

条件と人間の経済活動の歴史がオオジシギ繁殖集団の維持に関与していた．しかし，いずれも絶滅の危惧され

る生息数であったことから，今後は生物多様性地域戦略を盛り込んだ地域政策や地域協議会などにより，積極

的な繁殖地保全を行う必要がある．
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長野県におけるオオジシギ Gallinago hardwickii の生息状況とその意義：
特に軽井沢と霧ヶ峰の繁殖集団について

石塚　徹 1・堀田　昌伸 2

1　NPO 法人　生物多様性研究所　あーすわーむ　〒 389-0115　北佐久郡軽井沢町追分 1549-3-1
2　長野県環境保全研究所　自然環境部　〒 381-0075　長野市北郷 2054-120



14

Bull. Nagano Environ. Conserv. Res. Inst. No.8(2012)

15

利用のため野焼きも行われ，人為的な草原維持が

行われてきた 23), 24)．ノビタキ Saxicola torquata やホ

オ ア カ Emberiza fucata な ど の 草 原 性 鳥 類 は 全 域 に

多くいるが 23)， オオジシギは主に湿原周辺でみら

れる（小松研一氏および中川瑠美氏 私信）．湿原は

植物保護の観点から人の立ち入りが厳しく規制され

ており，オオジシギの採食地や営巣地が人に撹乱さ

れることは少ないと思われる．ただし，1960 年代

以降，採草利用が行われなくなったことから，草原

の森林化など湿原の周辺環境は変わりつつある 24)．

このため，オオジシギの繁殖地としての永続も楽観

視できない．

オオジシギは湿生草原に好んで生息するが 25)，そう

した環境は全国各地で減少しているため，現在も残る

湿生草原には絶滅のおそれのある動植物が多く含まれ

ている．貴重な生物群集を含むオオジシギの繁殖地を

保存することは，生物多様性保全および人間の生活環

境保全の観点からも重要である．オオジシギが繁殖で

きる環境を保全するための基礎データ収集として，ま

ず軽井沢と霧ヶ峰のオオジシギ繁殖集団の大きさを明

らかにし，県内外におけるその希少性・重要性を明ら

かにすることが，本稿の目的である．

2．調査方法

2005 年 か ら 2011 年 に か け て， 長 野 県 全 域 を 対

象にオオジシギの生息状況を調査した（図 1）． 特

に 2008 年から 2011 年にかけて， 軽井沢と霧ヶ峰

で重点的に調査を行った．

軽井沢では，軽井沢町全域を対象に，文献および

聞き取り調査，さらに筆者の観察記録より，過去の

確認情報を整理した．それらにより，発地地区以外

にも繁殖している可能性のある場所や，不定期に飛

来してディスプレイ・フライトを行う場所，さらに

数十年前は確実にいたという場所を特定した．そし

て 2008 年以降，それぞれで数回のラインセンサス

調査を行い，ディスプレイ・フライトの有無を確認

した（図 2）．

ディスプレイ・フライトのピークは日の出時刻の

およそ 1 時間前であることから 7),8)，主にその時刻

を中心にした１時間内を調査した．1 個体のディス

プレイ・フライトは直径 200m 内外の範囲で行われ

ることから 7),25)，センサスルート上の 200m 以内で

聞かれたディスプレイの声は同一個体のもの，それ

を越えて聞かれた声は別個体のものとみなしてカウ

ントした．

発 地 地 区（ 東 西 約 300m， 南 北 約 2km， 標 高 約

900m）においては，2008 年から 2011 年まで合計

図１ 

図２ 

 
 

 

 

 

 

 

 

図１．長野県内のオオジシギの分布（網掛け部分，1985
～ 2002 年 16））と今回の調査地（数字の地点）．主
要な調査地は軽井沢町（１）と霧ヶ峰（２）であり，
そのほかに，菅平（３），野辺山（４），望月高原（５），
鉢伏山（６），高ボッチ（７），乗鞍高原（８）を調
査した．

図２．軽井沢の調査地．□で囲った7ヵ所が調査地で，太線
がセンサスルートを表す．各調査地の標高は，ツツ
ジヶ原が 1350m，大日向が 1100m，そのほかが
900m．
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11 回，南北方向にラインセンサスした（図 3: A-B 間）．

2011 年 6 月には，それまでの調査で網羅できてい

ない可能性のある範囲（図 3: C-D 間）を 2 回調査し，

それまでの結果を補正する参考情報を得た．また，

中村・重盛 7) の調査から 20 年あまり経っているの

で，発地地区の土地利用区画を 2011 年 10 月 11 日

に改めて調査した．農耕地の全域を自動車と徒歩で

移動しながら，水田，休耕田，畑地などの別を地図

上に記録し（図 3）， 地図上で農耕地全体に占める

それぞれの比率を計算した．

事前の情報から，軽井沢においてほぼ確実に生息

していると思われたのは，発地およびツツジヶ原で

あった．ツツジヶ原は発地から約 13km 北の群馬県

境付近にあり，軽井沢町内の草原と群馬県長野原町

の「群馬県浅間家畜育成牧場」（以下，「浅間牧場」）

を含む．発地が農耕地周辺の生息環境であるのに対

し，ツツジヶ原はより自然に近い草原と，牧草地周

辺の生息環境である（図 4）．

図３ 

 

図 4 

 
a) 

 

 
b)

図３．軽井沢発地の土地利用区画．2011 年 10 月現在．A 
– B 間がセンサスルート．C – D 間は補足調査時の
センサスルート．

図４．軽井沢の生息環境 . a) 発地 . 草原はすべてイネ科
Poales spp.，カヤツリグサ科 Cyperaceae spp.，タ
デ科 Polygonaceae spp. などの草本が優占する休耕
田． b) ツツジヶ原．破線は県境上を走る道路で，
それより左上が牧草地，右下がアカマツ林と草原

（中央の白っぽい部分）．草原の奥行き（縦の長さ）
は約 700m で，植生はススキ Miscanthus sinensis，
ガンコウラン Empetrum nigrum var. japonicum，レ
ンゲツツジ Rhododendron molle subsp. japonicum，
コ ケ モ モ Vaccinium vitis-idaea， ア ヤ メ Iris 
sanguinea，ズミ Malus toringo など．

図５ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．霧ヶ峰の調査地．破線は市町界．□で囲った 7 ヵ
所が調査地で，太線がセンサスルート，●がセン
サスポイントを表す．各調査地の標高は，車山湿
原が 1760m，姫木平スキー場が 1600 〜 1660m，
八島ヶ原湿原が 1600m，車山スキー場が 1570 〜
1670m，踊場湿原が 1540m．
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3．結果

3.1 軽井沢

軽井沢における文献や聞き取り等による生息情報

では，発地から数 km 離れた市街地の中の空き地（中

軽井沢）や農耕地（追分）でも声が聞かれることが

あり，年によっては繁殖を裏づける行動も観察され

た（表 1， 図 7）． か つ て ふ つ う に 生 息 し て い た と

いう大日向地区の農地では，1 個体ながら，現在で

も春期に毎年のように声が聞かれるという（大林博

美氏 私信）．

2008 年以降，発地では各年 11 〜 14 個体のディ

スプレイ・フライトを確認し，2011 年 6 月の補足

調査によって， さらに 1 〜 2 個体いる可能性が示

唆された（表 2， 図 7）． 発地から 2 〜 3km 離れた

馬取および馬越の休耕地でもしばしば確認された

（表 2，図 7）．

発 地 の 2011 年 の 土 地 利 用 区 画（ 図 3） を 1980

年代後半のもの 7) と比較すると， 水田の 90％以上

が休耕田（一部は畑）に変わっていた．残っている

水田は農耕地全体の 1％程度であった．増えた休耕

田がある一方で，以前の休耕田の 10％あまりは畑

（ビニルハウス，ブルーベリー農園，駐車場を含む）

に変わっていた．差し引くと，農耕地全体に占める

霧 ヶ 峰 で は，2011 年 に 6 ヵ 所 の 湿 地（2 ヵ 所 の

スキー場を含む）および湿地に続く 1 ヵ所の鞍部草

原 で， 合 計 9 回 の ラ イ ン セ ン サ ス 調 査（一 部 は 定

点センサス調査）を行った（図 5）．事前の情報から，

ほぼ確実に生息していると思われたのは，八島ヶ原

湿原や車山湿原，車山スキー場などであった．前者

は人の立ち入りが禁止されている湿原であり，後者

は人の手の加わった草原である（図 6）．

さらに，過去の文献や長野県版レッドデータブッ

ク作成時に収集された情報を参考にし，そのほかに

も生息可能性の考えられた草原環境として，次の場

所で調査を行った．2005 年に松本市の乗鞍高原（湿

原とスキー場）で 1 回，2006 年に塩尻市の高ボッ

チ高原（草原）で 1 回，岡谷市の鉢伏山（草原）で

2 回，2006，2009 〜 2011 年に上田市の菅平高原（湿

原，牧場およびスキー場）で 4 回，2010 年に南牧

村の野辺山高原（八ヶ岳牧場周辺の沢を含む草地お

よび牧草地）で 1 回，2011 年に佐久市の望月高原

（牧場）で 2 回である．いずれも生息適地と思われ

た環境内を， 可能な場合は夕方や未明に，30 分〜

4 時間程度，徒歩で探索を行い，ディスプレイ・フ

ライトの有無を確認した．飯綱高原や戸隠高原でも

生息の可能性があったが 7)，今回は調査しなかった．

図６ 
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図６．霧ヶ峰の生息環境 . a) 車山湿原 . 灌木の点在する草
原の凹部に湿地と沢がある．湿地にはザゼンソウ
Symplocarpus foetidus，コバイケイソウ Veratrum 
stamineum，ヌマガヤ Moliniopsis japonica，ヤマド
リゼンマイ Osmunda chinnamomea などが生育し，
周辺にはミヤコザサ Sasa nipponica，レンゲツツジ，
ズミなどがみられる．b) 車山スキー場．全体にすり
ばち状の地形で、左下に湿地とビジターセンターや
レストランなど、中央にリフトが見える．リフトの
延長は約 500m．草原はイネ科草本 Poaceae spp. や
ゼンマイ属シダ類 Osmunda spp. などで，レンゲツ
ツジ，シラカンバ Betula platyphylla，ウラジロモ
ミ Abies homolepis などが点在する．湿地にはコバ
イケイソウ，コバギボウシ Hosta sieboldii，アマド
コロ Polygonatum odoratum，スズラン Convallaria 
keiskei，ハクサンフウロ Geranium yesoemse var. 
nipponicum などがある．

図６ 
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休耕田の割合は，20 年あまりの間に約 45％から約

55％に増えたことになる． 一部の休耕田はヨシ原

やススキ草原になっていた．

軽井沢町北部のツツジヶ原では，2011 年に 5 個

体 の デ ィ ス プ レ イ・ フ ラ イ ト を 確 認 し た（表 2）．

いずれも群馬県境の道路上空を飛翔したもので，飛

翔域が軽井沢町内に確実に含まれたのは 2 個体程

度であった（図 4）．

図７ 

  

 

表１．軽井沢における聞き取り・文献および著者の確認による過去の生息情報 

年 地区 
確認 

個体数

状況（基本的にはディスプレイ・フライト

の確認） 
観察者および文献 

1953 頃 旧軽井沢・南軽井沢（地蔵ヶ原）   中西悟堂 22) 

1965 頃 塩沢交差点付近  17〜19 時頃 柳澤俊彦氏 

1970 頃 旧軽井沢・南軽井沢   日本野鳥の会 20) 

1973 頃 旧軽井沢・南軽井沢   星野嘉助 21) 

1980 頃まで 大日向〜追分  あちこちにいた 大林博美氏 

1986-1990 頃 塩沢集落付近  毎晩のように聞かれた時期があった 猪又裕子氏 

1988 発地 7 5 月下旬 中村浩志・重盛究 7) 

2001-2005 頃 中軽井沢駅南 300m の空き地 1 １シーズンに数回，夜間 小山克氏 

2004 頃 追分 1 夜間 小山克氏 

2004 追分 1 7 月 5 日の日中に繁殖を示唆する警戒飛翔 石塚徹 

2005 馬越 1 7 月 1 日未明 石塚徹 

2006 馬取 1 6 月の夜間に地鳴き 石塚徹 

2006 大日向 1 未明に録音 星野裕一氏 

2008 ツツジヶ原 3〜4 浅間牧場南縁 野生生物保護管理事務所 28) 

2008 ツツジヶ原 1 浅間牧場北部 野生生物保護管理事務所 28) 

2008 ツツジヶ原 2 浅間牧場北部で 1つがいが地上採食 石塚徹 

現在もほぼ毎年 大日向 1 5 月頃のみ 大林博美氏 

 

地区 環境 年月日 調査時間帯 個体数

発地 休耕田の

多い農耕

地

2008 年 4 月 30 日 03:55-04:30 11〜13
2009 年 5 月 11 日 03:35-04:05 13  
2009 年 5 月 27 日 03:25-03:55 12  
2009 年 6 月 29 日 03:25-03:55 10  
2010 年 4 月 26 日 04:00-04:30 6  
2010 年 5 月 14 日 03:40-04:10 11  
2010 年 5 月 25 日 03:30-04:05 11  
2010 年 6 月 10 日 03:25-03:55 7  
2011 年 5 月 9 日 03:35-04:05 11  
2011 年 5 月 16 日 03:35-04:05 11  
2011 年 5 月 31 日 03:20-03:50 14  
2011 年 6 月 3 日 03:25-03:40 1〜2 
2011 年 6 月 4 日 03:15-03:30 1 

馬越 休耕田・畑

地

2008 年 5 月 4 日 04:00-04:00 1  
2009 年 5 月 31 日 03:15-03:40 1  
2010 年 5 月 17 日 03:35-03:40 1  
2010 年 7 月 6 日 02:30-02:30 0  
2011 年 5 月 4 日 03:50-03:50 1  
2011 年 5 月 5 日 03:50-03:50 0  
2011 年 5 月 16 日 03:15-03:15 0  
2011 年 5 月 31 日 02:50-02:55 0  
2011 年 6 月 3 日 03:05-03:10 0 

馬取 休耕田 2010 年 5 月 17 日 03:45-03:45 1  
2010 年 7 月 6 日 02:40-02:40 0  
2011 年 5 月 4 日 03:55-03:55 1 
2011 年 5 月 5 日 03:45-03:45 0  
2011 年 5 月 16 日 03:25-03:25 0  
2011 年 5 月 31 日 03:05-03:05 0  
2011 年 6 月 3 日 03:15-03:15 0 

大日向 畑地・休耕

地

2008 年 7 月 8 日 03:20-04:20 0  
2011 年 6 月 22 日 02:55-04:05 0  
2011 年 6 月 27 日 03:05-03:50 0  
2011 年 7 月 2 日 03:05-03:40 0  
2011 年 7 月 11 日 02:55-03:25 0 

塩沢 休耕田・ヨ

シ原

2008 年 6 月 1 日 03:25-03:55 0  
2011 年 5 月 31 日 02:25-02:30 0  
2011 年 6 月 3 日 02:45-02:55 0 

追分 休耕田 2010 年 5 月 22 日 03:25-03:45 0  
2011 年 5 月 15 日 03:55-04:05 0  
2011 年 5 月 31 日 02:05-02:15 0 

ツツジヶ

原

牧場縁・草

原
2011 年 6 月 5 日 03:40-04:05 5 

全域合計の推定個体数

（オス）
16〜21

※２

※１

※１

図７．軽井沢における生息状況．2008 年以降の現地調査
結果に，表 1 の情報を加えたもの．実線は町の境界．
破線は半径 2km の同心円．数字はディスプレイ・
フライトで確認されたオスの個体数．複数回の調査
で結果が異なった場合は，考えられる最小の個体数
と最大の個体数を「-」で結んだ．●は毎年繁殖し
ていると思われる場所，○は年によって繁殖してい
る可能性のあった場所，△は稀にディスプレイ・フ
ライトが確認された場所，×は 1970 〜 1990 年の
間に繁殖しなくなったと思われる場所を示す．

表１．軽井沢における聞き取り・文献および著者の確認による過去の生息情報

表２．軽井沢における調査結果．個体数は基本的にはディ
スプレイ・フライトを確認したオスの数．同一個体
かどうか判別しにくい状況があったときは，可能性
のある個体数の範囲を「〜」で表した．

　　　※１）補足調査（図３のＣ－Ｄ間）
　　　※２）地鳴きのみの確認
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3.2 霧ヶ峰

霧 ヶ 峰 で は 7 ヵ 所 中 6 ヵ 所 で 合 計 21 〜 23 個 体

のディスプレイ・フライトを確認した（表 3，図 8）．

八島ヶ原湿原および踊場湿原では，センサスルート

のほぼ全域で確認された．車山湿原では東側の湿っ

た環境に限って確認され，車山スキー場では最下部

の湿地周辺とリフト最上部で 1 個体ずつが確認さ

れた（図 6）． 強清水付近の湿地（蛙池） では 1 個

体が複数回確認されたほか，旧御射山から沢渡にか

けての比較的乾燥した草原で 2 個体が確認された．

3.3 その他の調査地

軽井沢と霧ヶ峰以外では，野辺山高原と菅平高原

でディスプレイ・フライトが確認され，乗鞍高原，

高ボッチ高原，鉢伏山，望月高原では確認できなかっ

た（表 4）．野辺山高原では，八ヶ岳牧場周縁部（牧

草地外） で 4 個体と， そこから 1km 離れた牧草地

で 1 個体のディスプレイ・フライトを確認した．菅

平高原では，菅平湿原と菅平牧場では確認されず，

1 ヵ所のスキー場で 2006 年と 2011 年に１個体ず

つのディスプレイ・フライトを確認した．

4．考察

4.1 長野県内の生息状況とその意義

オオジシギは一夫一妻と考えられるので 6)，繁殖

つがい数はディスプレイ・フライトで確認されたオ

スの数に近いものと推測される．軽井沢発地で 1988

年にディスプレイ・フライトが確認されたのは 7 個

体であったが 7) ，2008 〜 2011 年の調査では 11 〜

16 個体であった．発地ではこの 20 年あまりで水田

の多くが休耕田に変わっていたので，オオジシギが

採食地として利用できる環境が増え，個体数が若干

増加した可能性がある．一方，休耕田がビニルハウ

スや駐車場などを含む畑地になったり，ヨシ原やス

スキ草原に遷移したりして，オオジシギが利用しに

くい環境になったところもある．農業政策によって

は休耕田が再び水田になる可能性も否定できない．

オオジシギの繁殖適地としての安定性は人の土地利

用により大きく変化するため，不透明である．

中軽井沢の空き地や馬越の休耕田でしばしば確認

されたのは，発地から市街地や丘陵を越えて飛来し

た個体と考えられる．しかし，一部の休耕田はソバ

畑などへの転換やアシ原化が進んでいる． これら

は， コアエリアとしての発地の環境が悪化したと

き，オオジシギが移住先を失うことを意味する．北

海道南東部での調査によると，河川敷の草地などに

比べて農耕地では生息密度が有意に低いという 26)．

発地から 4km 西（御代田町内） には， 発地と同程

度の広さの農耕地がある．そこには稀に飛来してい

図８ 

 

 

 

数体個帯間時査調日月年境環所場

八島ヶ原湿原 湿原 2011年 5月 21日 02:35-03:45 8〜9  

沢渡〜御射山 草原 2011年 5月 21日 02:20-02:20 1

052:20-01:20日52月5年1102原草

255:30-04:30日52月5年1102原草

踊場湿原（池のくるみ） 湿原 2011年 5月 25日 02:40-03:30 5  

車山湿原 湿原・草原 2011年 5月 26日 02:15-04:00 3〜4  

蛙池（強清水付近） 湿原 2011年 5月 21日 02:05-02:15 1 

153:30-55:10日52月5年1102原湿

100:20-00:20日62月5年1102原湿

車山スキー場 草原・湿原 2011年 6月 15日 19:25-19:55 2  

姫木平スキー場 草原・湿地 2011年 6月 20日 03:20-04:30 0   

32〜12）スオ（数体個定推の計合所ヵ7

※１

※２

※１

※１

※１

調査地 年月日 調査時間帯 環境 

個体

数

乗鞍高原 2005 年 7月 13日 17:35-19:40 スキー場および湿原 0  

0原草00:11-03:01日6月7年6002原高チッボ高

0原草02:51-51:11日6月7年6002山伏鉢

1

0原草00:70-01:50日3月6年7002山伏鉢

野辺山高原 2010 年 6月 13日 02:55-03:55 牧草地および周辺の荒地 5  

菅平高原 2006 年 6月 14日 06:00-09:20 スキー場（林地を含む） 1  

0原湿54:30-50:30日9月6年9002原高平菅

0場牧05:30-03:30日32月5年0102原高平菅

菅平高原 2011 年 6月 8 日 15:45-20:00 スキー場（林地を含む）

0場牧02:02-53:91日41月6年1102原高月望

0場牧55:30-52:30日91月6年1102原高月望

※

図８．霧ヶ峰における生息状況．破線は市町界．数字はディ
スプレイ・フライトで確認されたオスの個体数．八
島ヶ原湿原と車山湿原はそれぞれ 1 回の調査である
が，同一個体かどうか判別しにくい状況があったた
め，可能性のある個体数の範囲を「−」で表した．？
は未調査ではあるが生息の可能性がある凹地を示す．

表３．霧ヶ峰における調査結果．個体数はディスプレイ・
フライトを確認したオスの数．同一個体かどうか判
別しにくい状況があったときは，可能性のある個体
数の範囲を「〜」で表した．

　　　※１）定点から
　　　※２）時間内に４回立ち寄り，うち３回で確認．

表４．県内のその他の調査結果．個体数はディスプレイ・
フライトを確認したオスの数．

　　　※）16：15 から継続的にディスプレイ・フライト．
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ることも考えられるが，そのほとんどが畑地である

ため繁殖地として利用している可能性は低い．

一方，ツツジヶ原でも繁殖集団が存続していた．

ツツジヶ原北部に位置する群馬県の浅間牧場では，

1977 〜 1980 年の調査において，オオジシギは「特

徴 的 に 多 い 種 」 の 一 つ と さ れ て い る 27)． し か し，

2008 年に同じ調査ルート上で確認されたのは，1

個体のディスプレイ・フライトと 28)，1 つがいの地

上採食のみであった（表 1）． 牧場周縁部や， 軽井

沢町に含まれるツツジヶ原南部の草原を含めても，

5 つがいから 10 つがい程度と思われる．ツツジヶ

原と発地との 13km の間には市街地，別荘地および

山林が広く，標高差も約 500m あり，互いに交流の

ある集団かどうかは定かではない．群馬県内の確実

な繁殖地は浅間牧場および 75km 北東の尾瀬地域だ

けと思われるので 29)， きわめて限られた繁殖地と

いう意味で貴重である．

軽井沢全域での繁殖つがい数は，群馬県境を含め

ても 20 つがい程度と思われる．脊椎動物の MVP（最

少生存可能個体数）として，500 個体が一つの目安

であるという試算がある 30)．それを参考にすれば，

20 つがい程度というのは繁殖集団として危機的と

いわざるを得ない．

霧ヶ峰は， 半径 5 〜 6km の範囲にいくつかの湿

原が点在する草原丘陵であり， 生息を確認した湿

原間の距離が 1 〜 2km と比較的近いことから， 繁

殖地としての安定性は軽井沢より高いかもしれな

い．姫木平スキー場では生息を確認できなかったも

のの，繁殖適地と思われ，今後も調査する必要があ

る．また，姫木平から尾根を越えて西側の鞍部や，

車山の南側の谷など，比較的湿った凹地はほかにも

ある．一方で，旧御射山付近の比較的乾燥した鞍部

草原でも 2 個体を確認したことは， 湿地だけに生

息しているとは限らないことを示唆する．全域を精

査すれば，確認個体数は若干増える可能性がある．

霧ヶ峰が軽井沢と明らかに違うのは，草原環境の

保全対策が講じられ，それが進みつつあることであ

る 31)． しかしながら， 推測されるオオジシギの繁

殖つがい数は 20 あまりであり，今のところ絶滅が

危惧される数である．

野辺山高原では，5 個体のうち 4 個体が牧場外縁

部で確認された．そうしたところは単一の牧草地よ

り植生が多様であると思われ，また沢を含む．周辺

には林地や畑地もあり，それらを含む複雑な環境を

オオジシギが利用している可能性も考えられる．野

辺山のオオジシギは，長野県内では霧ヶ峰と軽井沢

に次ぐ規模の繁殖集団である可能性があるが，その

２地域に比べると小規模であり，周辺環境の変化と

ともに個体数を注視していく必要がある．

菅平高原では，現在の菅平湿原のほとんどがヨシ

原となっており，そこでの生息は難しいと思われた

が，筆者は 2005 年以前に湿原の周囲の草地で声を

聞いている．1 ヵ所のスキー場では，別々の年に 1

個体ずつが確認された．このスキー場はササの多い

林地，すなわち本種が好んで営巣する林縁環境を含

む 12)． スキー場自体は全体に乾燥した芝生状の丘

であるが，他のスキー場や小さな沢，湿原や牧場の

一部などを行き来しながら，菅平全体で低密度に広

く生息している可能性は否定できない．今後も確認

作業を継続する必要がある．

望月高原牧場では，1990 年代の探鳥会などで合

計 7 回，1 〜 2 個体が確認されているが（高橋光治

氏 私信）， 近年の情報はない．2011 年の 2 回の調

査では生息を確認できなかった．当地は 1990 年代

に既に繁殖集団が小規模だった可能性がある．しか

し，現在も多様な環境をモザイク状に含んだ牧場で

あり，繁殖に適した場所と思われたので，今後も調

査を続ける必要があるだろう．

乗鞍高原では，番所原においてオオジシギの生息

が清棲 32) によって記述されているが，2005 年は十

分に広く良好な生息環境が確認できなかった．ただ

し，調査時期が遅かったので，改めて春期に調べ直

す必要があるかもしれない．

その他の地域では，小諸市の池の平湿原において，

2008 年 の 未 明 時 刻 か ら 2 回 の 鳥 類 生 息 調 査 が 行

われているが，オオジシギは確認されていない 28)．

池の平湿原から高峰高原にかけてはスキー場を含む

草原があるが，標高が 2000m 以上ある．霧ヶ峰の

繁殖地は標高 1500m 以上あったが，一般にオオジ

シギの生息地は低地から標高 1400m ぐらいまでと

いう記述もあるので 25)， 池の平湿原から高峰高原

にかけては生息域ではない可能性もある．

霧ヶ峰や菅平のスキー場での生息確認は，県内の

スキー場などにまだ小規模な繁殖集団が残存する可

能性を示唆する．過去に生息情報のあった場所での

再発見も含め，小規模な集団は今後も発見される可

能性がある．しかし，これまで収集された情報から

推察すると，おそらく軽井沢と霧ヶ峰を超える規模

のものは見出せないであろう．群馬県境を含めた長

野県全体での繁殖つがい数は 50 程度と推定される．
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軽井沢と霧ヶ峰，さらに野辺山高原は，現在もほ

ぼ確実な繁殖地である．しかし，いずれも絶滅の危

険の高い生息数であり，周辺他県まで含めても，相

互に交流して個体を補い合うことのできる集団はき

わめて乏しいと考えられる．岐阜県では，ひるがの

高原において 1997 年に 8 個体のオスが確認されて

いるが， 同県で知られる繁殖地はこの 1 ヵ所であ

る 9)．筆者は 2005 年に山梨・静岡県境付近の富士

山麓でも生息を確認しているが，集団の規模は不明

である．長野県の繁殖集団が消失すれば，岐阜県や

富士山麓の繁殖集団は，東北地方から北関東にかけ

ての繁殖集団と大きく離れ，いっそう孤立化するこ

とにもなる．福島・群馬両県にまたがる尾瀬地域で

の集団規模とその動態は不明であるが，尾瀬からわ

ずか 20km の距離にある日光戦場ヶ原をはじめ，栃

木県では激減していることがわかっている 13)． 今

後はオオジシギの貴重な本州繁殖個体集団という見

方で，長野県内をはじめとした各地の繁殖集団の動

態を注視し，その保全策を講じていく必要がある．

4.2 軽井沢と霧ヶ峰における生息の背景と今後の保全

軽井沢の南部は，数万年前の火山活動で河川がせ

き止められて浅い湖になり，やがて平坦な湿原に変

わったとされる 19)． 中世以降には馬が多く飼育さ

れた歴史的背景から，採草地としての草原が長く維

持管理されてきた 17)． 火山麓特有の二次草原およ

び広い湿原，さらに人為的な二次草原が，オオジシ

ギに繁殖適地を提供してきたと考えられる．

明治時代以降は馬の利用が減るとともに，保養地・

リゾート地としての特色が強くなり，草原の多くは

市街地や，別荘地を含む植林地などに変化した 18)．

草原性鳥類の繁殖地は南軽井沢などの湿原に残って

いたが 19)～22)，1970 年頃に広大なゴルフ場や別荘地

に変わった 18)．

一方，軽井沢の南西部は農耕地で，第二次世界大

戦後の食糧増産により稲作が奨励され， 水田が広

がった 18)． 水田地帯には草原性鳥類はあまり生息

していなかったと考えられる．しかし，1970 年頃，

農業政策の転換（生産調整）とともに多くの水田が

休耕田となり，草地化していった 18)．

草原のゴルフ場化と水田の草原化という二つの土

地利用変化は， 偶然に同じ 1970 年頃に起こった．

この同時的な変化に伴って，オオジシギをはじめと

した草原性鳥類は， 南軽井沢より約 4km 南西の農

耕地（発地地区）に移動し，繁殖集団が遺存したも

のと考えられる．オオジシギは湿った休耕田でよく

採食するが，耕作中の水田はあまり利用しないこと

がわかっている 7)．実際，発地でオオジシギの声が

確実に聞かれたのは，水田地帯の中に休耕田が点在

し始めた 1975 年頃だという（柳沢俊彦氏 私信）．

以上のように，軽井沢は中世からの牧野の維持，

近現代の森林化（人為的な植林），湿生草原のリゾー

ト開発，減反政策による水田の休耕地化など，人が

環境をたびたび変えてきた歴史があり，オオジシギ

はそうした人の歴史とのかかわりの中で，辛うじて

残ってきた可能性が強い．

軽 井 沢 発 地 で は， 最 近 40 年 間 も， 休 耕 田 を 休

耕田として維持するため， 農家は毎年の火入れ作

業 を 怠 ら な か っ た． そ れ に よ っ て， オ オ ジ シ ギ，

セ ッ カ Cisticola juncidis， コ ヨ シ キ リ Acrocephalus 

bistrigiceps，ノビタキ，ホオアカなど絶滅危惧・準

絶 滅 危 惧 種 16)（ い ず れ も 長 野 県 指 定． 以 下 同 様 ）

の鳥類の繁殖地も確保されてきたし， ベニモンマ

ダラ Zygaena niphona niphona やヒメシジミ Plebejus 

argus micrargus など準絶滅危惧・留意種の草原性昆

虫類の限られた生息地ともなってきた 33)．2011 年

10 月にはウズラ Coturnix japonica（絶滅危惧種）も

観察された 33)． さらに， 一部の湧水がコンクリー

トの側溝にされずに小川のまま残ってきたことで，

ホ ト ケ ド ジ ョ ウ Lefua echigonia， ツ チ ガ エ ル Rana 

rugosa， ア オ ハ ダ ト ン ボ Calopteryx virgo japonica，

ゲンジボタル Luciola cruciata などの絶滅危惧・準絶

滅危惧・留意種をはじめ， カワニナ Semisulcospira 

libertina やオニヤンマ Anotogaster sieboldii などの小

動物が現在も生息し 33)， オオジシギをはじめとし

た生態系上位種の採食環境を安定的にしていると思

われる． 小型哺乳類や鳥類の生産性に支えられる

ノスリ Buteo japonicus（準絶滅危惧種）やオオタカ

Accipiter gentilis（絶滅危惧種）などの猛禽類もみら

れる 16),33)．農耕地周辺でこれほど多くの希少種を含

んだ草原と湧水の生物群集は，長野県内でも他に類

を見ず，オリジナリティが高い．

全 域 を 湿 っ た 休 耕 田 の ま ま 維 持 す る の は 困 難 で

も，オオジシギをはじめとした草原性生物の生息環

境保全のためには，複数の湿地が適度な距離（たと

えば 200 〜 300m）をおいて配置されることが望ま

しい．しかし，広大な農耕地とはいえ，その土地運

営は多くの土地所有者に分割され，個別に行われる．

今後は行政主導で，「軽井沢の自然史を代表する種・

オオジシギ」の保存という観点を含めた全体的・計
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画的なゾーニングを行わなければ，オオジシギの繁

殖環境を維持するのは厳しい状況と考えられる．た

とえば，特に水分の多い休耕地を特定し，そこがで

きるだけヨシ原などに遷移しないように管理するな

どの優先順位をつけたゾーニングも一案である．

軽 井 沢 町 の 主 要 産 業 は 観 光 業 で あ り， 一 般 に は

別荘地を含む森の町として知られる機会が多い 34）．

そのため，町民や観光客の意識は，農地周辺の草原

環境から隔たりがちと思われる．今後は森林だけで

なく，町全域の自然環境が見直された上で，生物多

様性戦略を盛り込んだ先進的な地域政策の実施が期

待される．特に，農業の保護と自然環境の保全とが

両立できるシステムの開発・導入が望まれる．たと

えば，環境保全に貢献する農法および作物のブラン

ド化などが考えられる．

霧ヶ峰も，近世から 1960 年代までの人為的な草

原維持活動がオオジシギの繁殖環境を保ってきた背

景があり，その点は軽井沢と共通する．オオジシギ

の繁殖にとって， 霧ヶ峰が軽井沢より好都合な点

は，広い高層湿原が生じ現在まで残ってきた地史や

標高の条件と，植物保護の観点から湿原への立ち入

りが厳しく規制されてきたことである．相互に行き

来しやすい距離に湿原が複数あるために，オオジシ

ギが小集団に分散しており，絶滅の危険が多少回避

されている可能性もある．軽井沢発地の個体がしば

しば周辺地域に飛来するようにみられたことから，

霧ヶ峰のオオジシギも，かなり湿原間を行き来して

いるものと推測される．

霧 ヶ 峰 は， ゼ ン テ イ カ（ ニ ッ コ ウ キ ス ゲ ）

Hemerocallis. dumortieri var. esculenta や レ ン ゲ ツ ツ

ジ Rhododendron molle subsp. japonicum な ど の 自 然

植生を中心とした， 草原そのものが観光の目玉に

なっている点が軽井沢とは異なる．観光地ではある

が，あくまでも草原環境を維持することが前提であ

り，その環境の中でコヨシキリ，ノビタキ，ホオア

カといった準絶滅危惧鳥類も繁殖している． この

うち， ノビタキとホオアカの個体数は長野県内で

も最大規模と思われる． また， ホシチャバネセセ

リ Aeromachus inachus inachus，アカセセリ Hesperia 

florinda， ア サ マ シ ジ ミ Lycaeides subsolanus， ミ

ヤ マ シ ジ ミ L. argyrognomon， コ ヒ ョ ウ モ ン モ ド

キ Mellicta ambigua niphona， ヒ ョ ウ モ ン チ ョ ウ

Brenthis daphne な ど，11 種 も の 絶 滅 危 惧・ 準 絶 滅

危 惧・ 留 意 種（以 上， 長 野 県 指 定） の チ ョ ウ 類 が

確認されている 24)． さらに， 環境省が絶滅危惧種

に指定しているミヤマヒダリマキマイマイ Euhadra 

scaevola scaevola も 生 息 し て い る 23)． こ の よ う に，

霧ヶ峰は，軽井沢のオオジシギ生息地とは異なった

構成種からなる独特の生物群集をなしている．中で

も草原性チョウ類の希少種が多い点は，軽井沢発地

と比べて広大な規模の草原環境が長い年月にわたっ

て続いてきた自然史を反映している．

しかし，現在，霧ヶ峰のオオジシギも絶滅のおそ

れをぬぐえない生息数であり，湿原や草原の縮小が

進んでいるので，その維持管理が急務である．従来

のように火入れや雑木処理を行って，湿原や草原を

積極的に管理する必要があり，一部でそのような取

り組みが行われつつあるが 24)， そのように環境が

保護された場合に限って，霧ヶ峰はオオジシギの繁

殖地として維持されるものと思われる．

霧ヶ峰の自然環境については，二次草原の生物多

様性の高さや，長野県ならではの草原性生物群集の

残存が明らかにされ， その価値が見直されている
24)．また，住民や土地所有者、自然保護団体、研究

者、行政機関等で構成される協議会が設立され，保

護と利用のあり方が検討されている 31)．霧ヶ峰は，

人々の自然環境への関心の高さにおいて先進的とい

える．地域の関係者が話し合って環境保全の意思を

確認しあい，その方向性を統一するとりくみは，軽

井沢などでも参考になるだろう．

草刈り，火入れ，休耕地化など農林業の傍らに残

された多様性の高い生物群集において，オオジシギ

はシンボリックな種である．また，今回の調査から，

スキー場のように一度開発された環境でも，湿地を

中心にオオジシギなどを含む貴重な生物群集が残っ

ている可能性も示唆された．長野県内のみならず本

州において，湿地が局在するような半自然草原の価

値を見直す上で，オオジシギは自然度の高さを示す

指標種であり，欠かせないシンボルといえるだろう．
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